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表紙

第74回
定 時 株 主 総 会
招集ご通知
開催
日時 2023年６月28日（水曜日）

午前10時
　

開催
場所 瀬戸蔵(せとぐら)

2階　つばきホール
愛知県瀬戸市蔵所町1番地の1
昨年と会場が異なりますのでお間違えのないよう
お願い申し上げます。

議案 第1号議案　剰余金の処分の件
第2号議案　取締役1名選任の件

※お土産の配布及び株主懇談会は、取り止めさせ
ていただきます。

　何卒ご理解を賜りますようお願いいたします。

旭精機工業株式会社
証券コード：6111
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ごあいさつ

ごあいさつ
　株主の皆様には、平素より格別のご支援を賜り、厚くお
礼申しあげます。
　さて、当社第74回（2022年4月1日から2023年3月31
日まで）定時株主総会を2023年6月28日（水）に開催い
たしますので、ここに招集ご通知をお届けいたします。当
社の事業概況及び株主総会の議案についてご案内いたしま
すのでご高覧賜りますようお願い申しあげます。
　株主の皆様におかれましては、これからも引き続きご支
援、ご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。

2023年6月
取締役社長
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招集ご通知

株 主 各 位 証券コード 6111
（発送日）2023年6月12日

（電子提供措置の開始日）2023年6月 6日
愛知県尾張旭市旭前町新田洞5050番地の1
旭精機工業株式会社
取締役社長 神谷　真二

　当社ウェブサイト　　https://www.asahiseiki-mfg.co.jp/ir/library/reports/

　名古屋証券取引所ウェブサイト（上場会社検索）
　https://www.nse.or.jp/listing/search/

第74回定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申しあげます。
　さて、当社第74回定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご通知申しあげます。
　本定時株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供措置事項）について電子提供
措置をとっており、インターネット上の当社ウェブサイトに掲載しておりますので、以下のウェブサイトにアクセス
のうえ、ご確認くださいますようお願い申しあげます。

　また、電子提供措置事項は、当社ウェブサイトのほか、名古屋証券取引所（名証）のウェブサイトにも掲載してお
りますので、以下よりご確認ください。

（上記の名証ウェブサイトにアクセスいただき、「銘柄名」に「旭精機工業」又は「コード」に当社証券コード
「6111」を入力・検索し、「適時開示情報」を選択して、「株主総会招集通知／株主総会資料」欄よりご確認く
ださい。）

　なお、当日ご出席されない場合は、インターネット又は書面（郵送）によって議決権を行使することができますの
で、お手数ながら株主総会参考書類をご検討のうえ、2023年６月27日（火曜日）午後５時までに議決権を行使して
くださいますようお願い申しあげます。

［インターネットによる議決権行使の場合］
　当社指定の議決権行使ウェブサイト（https://evote.tr.mufg.jp/）にアクセスしていただき、本招集ご通知とあわ
せてお送りする議決権行使書用紙に表示された「議決権行使コード」及び「パスワード」をご利用のうえ、画面の案
内にしたがって、議案に対する賛否を上記の行使期限までにご入力ください。
　インターネットによる議決権行使に際しましては、後記の「インターネットによる議決権行使のご案内」をご確認
くださいますようお願い申しあげます。

［書面（郵送）による議決権行使の場合］
　議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、上記の行使期限までに到着するようご返送ください。

敬　具
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招集ご通知

記
1 日　　時 2023年6月28日（水曜日）午前10時

2 場　　所 愛知県瀬戸市蔵所町1番地の1　瀬戸蔵　２階　つばきホール
昨年と会場が異なりますのでお間違えのないようお願い申し上げます。

3 目的事項 報告事項 第74期（2022年4月1日から2023年3月31日まで）事業報告及び計算書類報告の件

決議事項 第1号議案　剰余金の処分の件
第2号議案　取締役1名選任の件

4 議決権行使について
のご案内 4ページに記載の「議決権行使についてのご案内」をご参照ください。

◎当日ご出席の際は、お手数ながら議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申しあげます。
◎電子提供措置事項に修正が生じた場合は、2ページに記載のインターネット上の当社ウェブサイト及び名証ウェブサイトにおいて、その旨、修

正前及び修正後の事項を掲載いたします。

以　上
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議決権行使についてのご案内

株主総会に
ご出席される場合

インターネットで議決権を
行使される場合

書面（郵送）で議決権を
行使される場合

議決権行使書用紙を会場受付にご提
出ください。

次ページの案内に従って、議案の賛
否をご入力ください。

議決権行使書用紙に議案に対する賛
否をご表示のうえ、切手を貼らずに
ご投函ください。

日　時 行使期限 行使期限

2023年6月28日（水曜日）
午前10時

2023年6月27日（火曜日）
午後5時入力完了分まで

2023年6月27日（火曜日）
午後5時到着分まで

書面（郵送）により議決権を行使された場合の議決権行使書において、議案に対する賛否の表示がない場合は、賛
成の表示があったものとしてお取り扱いいたします。

議決権行使についてのご案内
株主総会における議決権は、株主の皆さまの大切な権利です。
株主総会参考書類をご検討のうえ、議決権を行使してくださいますようお願い申しあげます。
議決権を行使する方法は、以下の3つの方法がございます。

1.　

2.　

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日
2023年６月28日

××××年××月××日

XX 個

御中
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株旭精機工業株式会社

旭精機工業株式会社

議案

第１号

第２号

議案に対する賛否

賛 否

賛 否

議決権行使書用紙のご記入方法

議案

第１号

第２号

議案に対する賛否

賛 否

賛 否

こちらに各議案の賛否を
ご記入ください。

第１号議案・第２号議案について

賛 成 の 場 合 →賛 に○印
反 対 の 場 合 →否 に○印
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議決権行使についてのご案内

行使
期限

2023年6月27日（火曜日）
午後5時入力完了分まで

インターネットによる議決権行使のご案内

　

QRコードを読み取る方法

インターネット及び書面（郵送）により重複して議決権を行使された場合は、インターネットによる議決権行使を
有効なものとしてお取り扱いいたします。また、インターネットにより複数回、議決権を行使された場合は、最後
に行われた議決権行使を有効なものとしてお取り扱いいたします。

議決権行使書用紙に記載のログインID、仮パスワードを入力する
ことなく、議決権行使サイトにログインすることができます。

以降は画面の案内に従って賛否をご入力く
ださい。

2

議決権行使書用紙に記載のQRコードを読み
取ってください。

1

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード
ログインID

仮パスワード

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード
ログインID

仮パスワード
見 本

見 本

※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
※議決権行使書用紙はイメージです。
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議決権行使についてのご案内

ログインID・仮パスワードを
入力する方法

議決権行使
ウェブサイト https://evote.tr.mufg.jp/

パソコンやスマートフォンのインターネットのご利用環境等によっては、議決権行使ウェブサイトがご利用できな
い場合があります。

インターネットによる議決権行使に関するお問い合せ
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部　ヘルプデスク

0120－173－027
（通話料無料／受付時間 9：00～21：00）

以降は画面の案内に従って賛否をご入力く
ださい。

4

議決権行使ウェブサイトにアクセスして
ください。

1

新しいパスワードを登録する。3 「新しいパスワード」
を入力

「送信」を
クリック

議決権行使書用紙に記載された「ログイ
ンID・仮パスワード」を入力しクリック
してください。

2 「ログインID・仮パス
ワード」を入力

「ログイン」を
クリック

※操作画面はイメージです。
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事業の経過及びその成果

事業報告（2022年4月1日から2023年3月31日まで）

1 会社の現況に関する事項

131億円

売 上 高

　

前期比

1.4％増
　

　
3億 4千8百万円

営業利益

　

前期比

17.7％減
　　

4億 2千8百万円

経常利益

　

前期比

9.8％減
　

　
2億9千5百万円

当期純利益

　

前期比

41.4％減
　

　

(1) 事業の経過及びその成果
　①　事業の全般的状況
　当期におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症対策と社会経済活動との両立が図られる一方で、ウクラ
イナ情勢によりエネルギー価格・原材料価格が高騰するとともに、世界的なインフレの進行や長引く部材不足、円相
場の急激な変動等の影響から、依然として先行き不透明な状況で推移しました。
　このような状況のもと当社におきましては、プレス機械の売上が引き続き増加したものの、精密金属加工品にお
いて、自動車関連部品の他、水晶振動子関連部品、安全関連部品等の売上が減少したこと等から、売上高は131億
円と前期比1.4％の増加にとどまりました。利益面につきましては、生産体制の改善に取り組んでまいりましたが、
エネルギー価格・原材料価格の高騰、販売力強化に向けた販売促進費の増加等により、営業利益は３億４千８百万
円と前期比17.7％の減少、経常利益は４億２千８百万円と前期比9.8％の減少となりました。当期純利益につきま
しては、前期に特別利益として計上しました投資有価証券売却益がなく、２億９千５百万円と前期比41.4％の減少
となりました。
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事業の経過及びその成果

精密加工事業部

50.6%

売上高構成比

区分 受注高 売上高
精密金属加工品 3,605,113千円 3,653,818千円
小口径銃弾 3,236,333 2,971,855

小　　　　計 6,841,446 6,625,674

　精密加工事業部における当期の売上高は、66億２千５百万円と前期比7.3％の減少となり、その内容は
以下のとおりです。

・精密金属加工品
　当期の売上高は、自動車関連、水晶振動子関連、安全関連の各部品等の需要が取引先の在庫調
整等により減少したため、36億５千３百万円と前期比11.2％の減少となりました。

・小口径銃弾
　当期の売上高は、政府の予算執行を受け、29億７千１百万円と前期比2.0％の減少となりまし
た。

　
機械事業部

49.4%

売上高構成比

区分 受注高 売上高
プレス機械 1,382,003千円 5,479,008千円

 ばね機械 843,948 536,626
自動機・専用機 376,037 427,937
その他 269,109 30,790

小　　　　計 2,871,097 6,474,363

　機械事業部における当期の売上高は、64億７千４百万円と前期比12.1％の増加となり、その主な内容
は以下のとおりです。

・プレス機械
　当期の売上高は、電気自動車（ＥＶ）向けのリチウムイオン電池缶製造用プレス機械の売上増によ
り、54億７千９百万円と前期比17.3％の増加となりました。

・ばね機械
　当期の売上高は、大型機を中心に需要が徐々に回復してきており、５億３千６百万円と前期比
8.5％の増加となりました。

・自動機・専用機
　当期の売上高は、リードタイムの長い機種が多いなか出荷が増加し、４億２千７百万円と前期比
11.8％の増加となりました。

　

②　事業の部門別状況
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設備投資の状況、資金調達の状況、対処すべき課題

(2) 設備投資の状況
　当期中に実施いたしました設備投資は総額8億2千5百万円で、その主なものは、金属加工機械製造設備の拡充・合
理化に4億6千6百万円、精密金属加工品製造設備の拡充・合理化に1億5千9百万円及び小口径銃弾製造設備の更新に
1億5千万円であります。

(3) 資金調達の状況
　該当事項はありません。

(4) 対処すべき課題
　今後のわが国経済は、原材料価格の上昇やウクライナ情勢の動向、金融資本市場の変動など懸念材料が少なくな
く、引き続き先行き不透明な状況が続くものと思われます。
　このような情勢のもと、当社は、積極的に新市場や新規顧客の開拓等に取り組むとともに、顧客が求める付加価値
の高い新製品の開発、画期的な新技術を追求し、生産性の一層の向上を図りながら、業績の向上に向け鋭意努力して
まいります。
　株主の皆様におかれましては、今後ともなにとぞ格別のご理解とご支援を賜りますようお願い申しあげます。
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財産及び損益の状況の推移、主要な事業内容、営業所及び工場、使用人の状況、重要な親会社及び子会社の状況

11,561,656

第71期
（2019年度）

13,504,722

第72期
（2020年度）

19,082,758

第73期
（2021年度）

9,712,543

第74期
（2022年度）

（単位：千円）受注高

13,941,653

第71期
（2019年度）

11,756,345

第72期
（2020年度）

12,919,769

第73期
（2021年度）

13,100,037

第74期
（2022年度）

（単位：千円）売上高

359,258

第71期
（2019年度）

△130,130

第72期
（2020年度）

474,906

第73期
（2021年度）

428,182

第74期
（2022年度）

（単位：千円）経常利益又は経常損失（△）

404,480

第71期
（2019年度）

408,967

第72期
（2020年度）

504,086

第73期
（2021年度）

295,631

第74期
（2022年度）

（単位：千円）当期純利益

167.73

第71期
（2019年度）

169.71

第72期
（2020年度）

207.64

第73期
（2021年度）

118.78

第74期
（2022年度）

（単位：円）1株当たり当期純利益

第71期
（2019年度）

18,502,235

12,550,395

第72期
（2020年度）

20,599,360

12,899,018

第73期
（2021年度）

20,140,639

13,560,537

第74期
（2022年度）

20,460,440

13,617,580

（単位：千円）総資産/純資産
■総資産　■純資産

第71期
（2019年度）

第72期
（2020年度）

第73期
（2021年度）

第74期
（当期）

（2022年度）

受注高 (千円) 11,561,656 13,504,722 19,082,758 9,712,543
売上高 (千円) 13,941,653 11,756,345 12,919,769 13,100,037
経常利益又は経常損失(△) (千円) 359,258 △130,130 474,906 428,182
当期純利益 (千円) 404,480 408,967 504,086 295,631
1株当たり当期純利益 (円) 167.73 169.71 207.64 118.78
総資産 (千円) 18,502,235 20,599,360 20,140,639 20,460,440
純資産 (千円) 12,550,395 12,899,018 13,560,537 13,617,580

(5) 財産及び損益の状況の推移
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(注) 1．第71期においては、年度後半の新型コロナウイルス感染症拡大による国内外経済への影響などにより精密金属加工品等の売上高が減少し、
当期純利益は前期に比べて減少となりました。

2．第72期においては、下期以降、精密金属加工品及びプレス機械を中心に回復基調で推移したものの、上期までの売上高の減少を補填するま
でには至らず、精密金属加工品等の売上高は減少となりました。当期純利益につきましては、保有する投資有価証券の一部を売却したことや
神戸工場の撤退に伴う受取補償金を計上したことにより、前期に比べて増加となりました。

3．第73期においては、引き続きプレス機械への受注が好調のうえ、精密金属加工品の需要も回復してきたことなどから、売上高は増加となり
ました。当期純利益につきましては、保有する投資有価証券の一部売却による特別利益を計上したことにより、前期に比べて増加となりまし
た。

4．第74期（当期）の状況につきましては、「(1) 事業の経過及びその成果」に記載のとおりであります。
5．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第73期の期首から適用しており、第73期以降に係る各数値

については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

(6) 主要な事業内容（2023年3月31日現在）

　精密金属加工品、小口径銃弾、プレス機械、ばね機械、自動機・専用機等の製造及び販売を行っております。

(7) 営業所及び工場（2023年3月31日現在）

本社及び工場 愛知県尾張旭市旭前町新田洞5050番地の1
東京支店 東京都文京区湯島一丁目6番3号
大阪営業所 大阪府吹田市江坂町一丁目13番41号
ドイツ駐在員事務所 Oststrasse 54 D-40211 Düsseldorf, Germany

(8) 使用人の状況（2023年3月31日現在）

使用人数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数
497名 5名減 44.8歳 18.8年

(注) 使用人数は就業人員数（当社から社外への出向者を除く。）であります。

(9) 重要な親会社及び子会社の状況（2023年3月31日現在）

①　親会社の状況
　該当事項はありません。

②　子会社の状況
　重要な子会社は有しておりません。

11
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借入先及び借入額、会社の株式に関する事項

(10) 借入先及び借入額（2023年3月31日現在）

借入先 借入金残高
株式会社三菱UFJ銀行 870百万円
株式会社みずほ銀行 465
株式会社名古屋銀行 365

2 会社の株式に関する事項（2023年3月31日現在）

自己株式
19.43％

個人・その他
27.46％

国内法人
38.60％

証券会社
0.31％

外国人
1.32％
金融機関
12.88％

所有者別の株式保有比率

(1) 発行可能株式総数 5,824,900株

(2) 発行済株式の総数 3,088,739株

(3) 株主数 2,431名

(4) 大株主（上位10名）
株主名 持株数 持株比率

古河電気工業株式会社 455千株 18.31％
岡谷鋼機株式会社 164 6.61
旭化成株式会社 148 5.98
オークマ株式会社 120 4.82
三谷伸銅株式会社 119 4.78
株式会社三菱UFJ銀行 106 4.26
東京海上日動火災保険株式会社 86 3.47
株式会社みずほ銀行 56 2.27
株式会社名古屋銀行 45 1.80
MSIP CLIENT SECURITIES 40 1.63

(注) 1．当社は、自己株式を599千株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
2．持株比率は自己株式を控除して計算しております。
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会社の新株予約権等に関する事項、会社役員に関する事項

3 会社の新株予約権等に関する事項
　該当事項はありません。

4 会社役員に関する事項
(1) 取締役及び監査役の氏名等（2023年3月31日現在）

氏名 地位及び担当 重要な兼職の状況
神　谷　真　二 取締役社長（代表取締役）
工　野　浩　義 常務取締役（機械事業部長 兼 技術情報開発室担当）
白　石　憲　生 常務取締役（精密加工事業部長）

松　原　幸　弘 取締役（精密加工事業部副長 兼 第一製造部長 兼 次世
代企画室長 兼 アルファノマス推進室長）

石　村　　　淳 取締役（機械事業部副長 兼 第二製造部長 兼 大阪営業
所担当 兼 ドイツ駐在員事務所担当）

青　木　　　潤 取締役（管理統括部長 兼 東京支店長 兼 経営企画･IR
室担当）

坂　野　　　彰 取締役（精密加工事業部副長 兼 営業部長）
溝　田　義　昭 取締役 古河電気工業株式会社常勤監査役
山　脇　　　宏 取締役 オークマ株式会社常勤監査役
金　　　厚　博 常勤監査役
馬　場　紀　彰 監査役 岡谷鋼機株式会社代表取締役副社長
上　総　英　男 監査役

(注) 1．2022年6月29日開催の第73回定時株主総会において、青木潤、坂野彰、山脇宏の3氏が取締役に選任され、就任いたしました。
2．第73回定時株主総会の終結の時をもって、取締役会長山口央、常務取締役安藤充、取締役尾形昭彦、取締役西野充の4氏が退任いたしまし

た。
3．取締役溝田義昭及び取締役山脇宏の両氏は、社外取締役であり、名古屋証券取引所の定めに基づく独立役員として届け出ております。
4．監査役馬場紀彰及び監査役上総英男の両氏は、社外監査役であり、名古屋証券取引所の定めに基づく独立役員として届け出ております。
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会社の新株予約権等に関する事項、会社役員に関する事項

区分 報酬等の総額
報酬等の種類別の総額 対象となる

役員の員数基本報酬 業績連動報酬等 非金銭報酬等
取締役

(うち社外取締役)
138,728千円 116,935千円 21,793千円 ー 13名

（10,395千円） （10,395千円） （ー） （ー） （4名）
監査役

(うち社外監査役)
22,908千円 22,908千円 ー ー 3名

（9,240千円） （9,240千円） （ー） （ー） （2名）
合　計

(うち社外役員)
161,636千円 139,843千円 21,793千円 ー 16名

（19,635千円） （19,635千円） （ー） （ー） （6名）

取締役 2名 70,472千円（うち社外取締役 －名 －円）

(2) 責任限定契約の内容の概要
　当社は、社外取締役及び社外監査役との間で、会社法第423条第1項の賠償責任について、法令に定める要件に該
当する場合には賠償責任を限定する旨の責任限定契約を締結しております。当該契約に基づく賠償責任の限度額は法
令で定める最低責任限度額であります。

(3) 役員等賠償責任保険契約の内容の概要等
　当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しており、当該
保険契約の被保険者の範囲は当社の取締役及び監査役であり、被保険者は保険料を負担しておりません。当該保険契
約により、被保険者が負担することになるその職務の執行に関し責任を負うこと又は当該責任の追及に係る請求を受
けることによって生ずることのある損害を補填することとしております。

(4) 取締役及び監査役の報酬等
①　当事業年度に係る報酬等の総額等

(注) 取締役の報酬等の額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。

②　当事業年度において支払った役員退職慰労金
2013年6月27日開催の第64回定時株主総会にて役員退職慰労金制度の廃止に伴う打ち切り支給を決議し

たことに伴い、打ち切り支給額を次のとおり支給しております。

（金額には、過年度の事業報告において役員の報酬等の総額に含めた退職慰労金の繰入額として、取締役2名
70,472千円（うち社外取締役－名 －円）が含まれております。）
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当期純利益（業績連動報酬控除前） 係数

500,000千円以上 3.00
475,000千円以上500,000千円未満 2.95
450,000千円以上475,000千円未満 2.90
425,000千円以上450,000千円未満 2.85
400,000千円以上425,000千円未満 2.80
375,000千円以上400,000千円未満 2.75
350,000千円以上375,000千円未満 2.70
325,000千円以上350,000千円未満 2.65
300,000千円以上325,000千円未満 2.60
275,000千円以上300,000千円未満 2.50
250,000千円以上275,000千円未満 2.40
225,000千円以上250,000千円未満 2.30
200,000千円以上225,000千円未満 2.20
175,000千円以上200,000千円未満 2.10
150,000千円以上175,000千円未満 2.00
125,000千円以上150,000千円未満 1.75
100,000千円以上125,000千円未満 1.50
100,000千円未満 －

③　業績連動報酬等に関する事項
業績連動報酬は、常勤取締役に対して会社業績の達成度により支払うこととしており、当期純利益に応じ

て各取締役の基本報酬に下表に示す係数を乗じた金額としております。業績連動報酬の指標として当期純利
益を選択した理由は、当期純利益は、事業年度の活動を通じて得られた最終の期間損益であり期間の企業価
値向上に直結しているため当社の企業価値向上と株主の皆様の利益最大化について責任を持つ取締役の報酬
決定の指標としてふさわしいものと考えたためであります。

なお、当期純利益は295,631千円でしたが、下表の適用にあたっては業績連動報酬控除前の金額にて算出
しております。
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会社の新株予約権等に関する事項、会社役員に関する事項

業績連動報酬の支給合計額の上限額は30,000千円とし、当期純利益が100,000千円未満の場合
は業績連動報酬を支給いたしません。なお、各取締役の基本報酬に係数を乗じた合計額が上限額
の30,000千円を超えた場合は、次のとおりといたします。
各取締役の業績連動報酬 ＝ 基本報酬に係数を乗じた金額 × ｛30,000千円÷（基本報酬に係数
を乗じた業績連動報酬の合計額）｝

④　取締役及び監査役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項
取締役の報酬等は2013年６月27日開催の第64回定時株主総会において年額180,000千円以内（うち社外

取締役分14,000千円以内）と決議しております（使用人兼務取締役の使用人分給与相当額（使用人分賞与含
む）を除く。）。当該定時株主総会終結時点の取締役の員数は8名（うち社外取締役2名）です。

監査役の報酬等は2013年６月27日開催の第64回定時株主総会において年額36,000千円以内と決議して
おります。当該定時株主総会終結時点の監査役の員数は4名です。

⑤　役員報酬等の内容の決定に関する方針等
ア．取締役の個人別の報酬等の決定方針の決定方法

取締役の個人別の報酬等の決定方針（以下「決定方針」といいます。）は、社外役員を過半数の委員とす
る任意の指名・報酬諮問委員会に諮問し、その答申内容を尊重して2021年2月25日開催の取締役会にて決議
しております。

イ．決定方針の内容の概要
取締役の報酬等に関する基本方針は、常勤取締役の報酬は、内規で定められた基本報酬として支払われる

固定報酬と会社業績の達成度によって変動する業績連動報酬によって構成し、社外取締役の報酬は、その役
割に鑑み、内規で定められた基本報酬として支払われる固定報酬のみとし、業績連動報酬は支給しないこと
としております。

常勤取締役の基本報酬は月額の固定報酬とし、その算定は、内規に基づき、社員給与の最高額を基準と
し、これを指数1.0として役位別に定めている指数を目安に決定することとしております。

社外取締役の報酬は月額の固定報酬のみとし、その算定は、内規に基づき、社会的地位、経歴及び就任の
事情など総合的に勘案して決定することとしております。
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ウ．当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等の内容が決定方針に沿うものであると取締役会が判断
した理由
取締役の個人別の報酬等の内容の決定にあたっては指名・報酬諮問委員会に諮問し、当該委員会にて決定

方針との整合性を含めた多角的な検討を行っているため、取締役会も基本的にその答申を尊重し決定方針に
沿うものであると判断しております。

エ．監査役の報酬の決定方針等
監査役の報酬は、報酬限度額である年額36,000千円以内で監査役の協議により決定しております。なお、

監査役は、その役割に鑑み、基本報酬として支払われる固定報酬のみとし、業績連動報酬は支給しないこと
としております。

⑥　取締役の個人別の報酬等の決定に係る委任に関する事項
当事業年度における取締役の個人別の報酬等は、2022年6月29日開催の取締役会にて、専ら取締役会で決

議された内規に則り役員の役位別の具体的金額を決定することとし、その細部及び手続き等については取締
役社長神谷真二に委任する旨の決議をしております。委任した理由は、内規に則り具体的金額を決定するこ
との細部及び手続き等に関する実務は、会社業務を統括する取締役社長が行うのが最も合理的であるからで
す。なお、取締役社長は指名・報酬諮問委員会での審議結果に基づいて当事業年度についての当該権限を行
使することを、同取締役会で決議しております。

(5) 社外役員に関する事項
①　他の法人等の業務執行者としての重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係

・監査役馬場紀彰氏は、当社の大株主である岡谷鋼機株式会社の代表取締役副社長であり、当社は同社から材
料を購入している他、同社にプレス機械等を販売いたしております。
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会社の新株予約権等に関する事項、会社役員に関する事項

区分 氏名 主な活動状況等

取締役

溝　田　義　昭

当事業年度に開催された取締役会7回のうち7回に出席し、企業経営に関する豊富な経験と
知見に基づき、当社の経営課題等について独立した客観的な見地から質問し意見を述べる
など、意思決定の妥当性・適正性を確保するための適切な役割を果たしております。
また、指名・報酬諮問委員会の委員として当事業年度に開催された委員会に出席し、客観
的・中立的立場で当社の役員候補者の選定や役員報酬等の決定過程における監督機能を担
っております。

山　脇　　　宏
取締役就任後に開催された取締役会5回のうち5回に出席し、企業経営に関する豊富な経験
と知見に基づき、当社の経営課題等について独立した客観的な見地から質問し意見を述べ
るなど、意思決定の妥当性・適正性を確保するための適切な役割を果たしております。

監査役

馬　場　紀　彰

当事業年度に開催された取締役会7回のうち6回に出席し、企業経営に関する豊富な経験と
知見に基づき、当社の経営課題等について独立した客観的な見地から質問し意見を述べる
など、意思決定の妥当性・適正性を確保するための適切な役割を果たしております。
また、指名・報酬諮問委員会の委員として当事業年度に開催された委員会に出席し、客観
的・中立的立場で当社の役員候補者の選定や役員報酬等の決定過程における監督機能を担
っております。
当事業年度に開催された監査役会5回のうち4回に出席し、監査結果等についての意見交
換、協議等を行っております。

上　総　英　男

当事業年度に開催された取締役会7回のうち7回に出席し、企業経営に関する豊富な経験と
知見に基づき、当社の経営課題等について独立した客観的な見地から質問し意見を述べる
など、意思決定の妥当性・適正性を確保するための適切な役割を果たしております。
また、指名・報酬諮問委員会の委員として当事業年度に開催された委員会に出席し、客観
的・中立的立場で当社の役員候補者の選定や役員報酬等の決定過程における監督機能を担
っております。
当事業年度に開催された監査役会5回のうち5回に出席し、監査結果等についての意見交
換、協議等を行っております。

②　当事業年度における主な活動状況
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会計監査人の状況

5 会計監査人の状況

金　額
① 公認会計士法第2条第1項の監査業務の報酬等の額 22,000千円
② 当社及び当社の子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 22,000

(1) 会計監査人の名称 東陽監査法人

(2) 当事業年度に係る報酬等の額

(注) 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、
実質的にも区分できませんので、①の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

(3) 会計監査人の報酬等に監査役会が同意した理由
　監査役会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」を踏まえ、会計監査人の監査計
画、監査の実施状況及び報酬見積りの算出根拠などを確認し、検討した結果、会計監査人の報酬等について同意を行
っております。

(4) 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
　監査役会は、会計監査人が会社法第340条第1項各号に定める項目に該当すると認められ、かつ改善の見込みがな
いと判断した場合は、監査役全員の同意に基づき監査役会が会計監査人を解任いたします。この場合、監査役会が選
定した監査役は、解任後最初に招集される株主総会におきまして、会計監査人を解任した旨と解任理由を報告いたし
ます。
　また、監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合など、その必要があると判断した場合は、会計監査
人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定し、取締役会は当該決定に基づき当該議案を株主総会の会議の目的と
することといたします。
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会社の体制及び方針

6 会社の体制及び方針
(1) 業務の適正を確保するための体制
①　取締役・使用人の職務執行が法令・定款に適合することを確保するための体制
　企業行動憲章の制定をはじめとするコンプライアンス体制にかかる規程を整備し、役職員が法令・定款及び
社会規範を遵守した行動をとるための行動規範とする。
　また、その徹底を図るため、総務部においてコンプライアンスへの取り組みを組織横断的に統括することと
し、システムの構築、維持管理を行う。内部監査室はこれらの活動及び遵守状況を監査する。
　これらの活動は定期的に取締役会及び監査役に報告されるものとする。
　法令上疑義のある行為等について従業員が直接情報提供を行う手段として内部通報制度を設置・運営する。

②　取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
　文書管理規程に従い、取締役の職務執行に係る情報を文書又は電磁的媒体（以下、文書等という）に記録
し、保存する。取締役及び監査役は、文書管理規程により、常時、これらの文書等を閲覧できるものとする。

③　損失の危険の管理に関する規程その他の体制
　リスク管理基本規程に基づき、取締役社長はリスク管理の統括責任者であるリスク管理責任者に就任すると
ともに、リスク管理委員会を設置して委員長として当社のリスク管理に関する基本方針、対策等について決定
し、当該決定に基づき部署ごとに設置するリスク管理担当者が各部署ごとのリスク管理活動を行う。
　内部監査室は各部署ごとのリスク管理の状況を監査する。
　これら活動の状況及び内部監査室による監査の結果は取締役会及び監査役に報告されるものとする。

④　取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
　取締役会は取締役、社員が共有する全社的な目標を定め、担当取締役はその目標達成のために各部門の具体
的目標及び達成の方法を定め、取締役会が定期的に進捗状況をレビューし、改善を促すことを内容とする全社
的な業務の効率化を実現するシステムを構築する。

⑤　当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
　子会社の事業に関して責任を負う取締役を任命し、法令遵守体制、リスク管理体制を構築する権限と責任を
与え、当社の総務部はこれらを推進し、管理する。
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会社の体制及び方針

⑥　監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事項並
びにその使用人の取締役からの独立性及び監査役の指示の実効性に関する事項
　監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合は、必要な人員を配置する。この場合、監査
役の当該補助者への指示は取締役から独立して行われるものとし、当該補助者は監査役の指示に基づきその業
務を行う。
　また、当該補助者の人事考課、異動、懲戒等については、監査役会の承認を要する。

⑦　当社及び子会社の取締役及び使用人等が当社の監査役に報告をするための体制及びその他の監査役
への報告に関する体制並びに当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保す
るための体制
　当社及び子会社の取締役及び使用人等は、当社の監査役に対して、法定の事項に加え、当社に重大な影響を
及ぼす事項、内部監査の実施状況、内部通報制度による通報状況等その他取締役と監査役で取り決めた事項を
すみやかに報告する。
　また、当社監査役へ報告した者に対して当該報告をしたことを理由とする不利益な取扱いを行わない。

⑧　監査役の職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項
　監査役から、その職務の執行について生ずる費用等の請求があった場合には、当該費用等が監査役の職務の
執行に必要でないと認められた場合を除き、これに応じるものとする。

⑨　その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
　監査役と取締役社長との間の定期的な意見交換会を設定する。

⑩　財務報告の信頼性と適正性を確保するための体制
　財務報告の信頼性と適正性を確保するために、規程及び関連文書の整備を行うとともに、その仕組みが適正
に機能することを評価し、必要に応じ是正を行うシステムを構築する。また、内部統制推進委員会を設置し
て、これらの活動を支援・促進する。内部監査室は体制の整備・運用状況を評価する。
　これらの活動の状況は取締役会及び監査役会に報告されるものとする。

21



招
集
ご
通
知

事
業
報
告

計
算
書
類

監
査
報
告

株
主
総
会
参
考
書
類

2023/05/31 11:03:03 / 22950321_旭精機工業株式会社_招集通知_電子提供措置用

会社の体制及び方針

(2) 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
①　法令等の遵守については、「企業行動憲章」及び「コンプライアンス規程」を整備するとともに、常勤取締役
で構成するコンプライアンス推進委員会で毎年決定している教育計画のもと、各部門の責任者を通じて役職員へ
の教育を実施しており、これにより役職員が法令・定款及び社会規範を遵守した行動をとるよう徹底を図ってい
る。

②　内部通報制度については、「内部公益通報者保護規程」のもと、通報窓口を社内とともに外部の法律事務所に
設置し、法令上疑義のある行為等の早期発見を図っている。

③　リスク管理については、「リスク管理基本規程」のもと、取締役社長を委員長とするリスク管理委員会を適時
に開催し適切に対応している。

④　内部監査室は、「内部監査規程」に基づき各部門の業務とともにコンプライアンス及びリスク管理の状況等を
適時適切に監査している。

⑤　監査役は、取締役社長、会計監査人と定期的な意見交換会を行うとともに、重要な会議等への出席や内部監査
室との連携を通じて、監査の実効性の向上を図っている。

⑥　財務報告に係る内部統制については、「財務報告に係る内部統制推進規程」に基づき、財務報告の信頼性と適
正性の確保を図っている。
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貸借対照表

貸借対照表（2023年3月31日現在） (単位：千円)

科目 金額 科目 金額
(資産の部)
流動資産
現金及び預金
受取手形
電子記録債権
売掛金
製品
仕掛品
原材料及び貯蔵品
前払費用
その他
貸倒引当金

固定資産
有形固定資産
建物
構築物
機械及び装置
車両運搬具
工具器具備品
土地
リース資産
建設仮勘定
無形固定資産
ソフトウエア
その他
投資その他の資産
投資有価証券
関係会社株式
長期前払費用
前払年金費用
その他　

13,014,288
4,074,018
25,929
553,320
2,836,028
625,941
3,758,416
955,626
28,209
160,797
△4,000

7,446,151
4,722,022
1,888,145
304,373
1,287,701
18,083
140,749
665,733
34,827
382,408
62,295
60,304
1,991

2,661,832
2,343,753
10,000
18,141
163,481
126,456　

(負債の部)
流動負債 5,900,998
支払手形 137,072
電子記録債務 2,226,506
買掛金 777,282
短期借入金 1,700,000
リース債務 7,791
未払金 246,849
未払費用 73,865
未払法人税等 73,067
前受金 390,384
預り金 19,602
賞与引当金 226,781
役員業績報酬引当金 21,793

固定負債 941,861
リース債務 30,518
繰延税金負債 50,772
退職給付引当金 851,115
その他 9,454

負債合計 6,842,859
(純資産の部)
株主資本 12,526,537
資本金 4,175,416
資本剰余金 3,468,202
資本準備金 3,468,202
利益剰余金 6,148,236
利益準備金 449,500
その他利益剰余金 5,698,736
別途積立金 2,392,500
繰越利益剰余金 3,306,236

自己株式 △1,265,318
評価・換算差額等 1,091,043
その他有価証券評価差額金 1,091,043

純資産合計 13,617,580
資産合計 20,460,440 負債純資産合計 20,460,440

計算書類
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損益計算書

損益計算書（2022年4月1日から2023年3月31日まで） (単位：千円)

科目 金額

売上高 13,100,037

売上原価 10,823,118

売上総利益 2,276,919

販売費及び一般管理費 1,928,656

営業利益 348,263

営業外収益 113,959

受取利息 508

受取配当金 63,030

雑収入 50,420

営業外費用 34,040

支払利息 9,608

雑支出 24,431

経常利益 428,182

税引前当期純利益 428,182

法人税、住民税及び事業税 53,639

法人税等調整額 78,911

当期純利益 295,631
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株主資本等変動計算書

株主資本等変動計算書（2022年4月1日から2023年3月31日まで） (単位：千円)
株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本
合計資本準備金 資本剰余金

合計 利益準備金
その他利益剰余金

利益剰余金
合計別途積立金 繰越利益

剰余金
当期首残高 4,175,416 3,468,202 3,468,202 449,500 2,392,500 3,184,836 6,026,836 △1,264,656 12,405,799
当期変動額
剰余金の配当 － － － － － △174,232 △174,232 － △174,232
当期純利益 － － － － － 295,631 295,631 － 295,631
自己株式の取得 － － － － － － － △661 △661
株主資本以外の
項目の当期変動
額(純額)

－ － － － － － － － －

当期変動額合計 － － － － － 121,399 121,399 △661 120,737
当期末残高 4,175,416 3,468,202 3,468,202 449,500 2,392,500 3,306,236 6,148,236 △1,265,318 12,526,537

評価・換算差額等
純資産
合計その他有価証券

評価差額金
評価・換算
差額等合計

当期首残高 1,154,738 1,154,738 13,560,537
当期変動額
剰余金の配当 － － △174,232
当期純利益 － － 295,631
自己株式の取得 － － △661
株主資本以外の
項目の当期変動
額(純額)

△63,694 △63,694 △63,694

当期変動額合計 △63,694 △63,694 57,042
当期末残高 1,091,043 1,091,043 13,617,580
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個別注記表

個別注記表
(重要な会計方針に係る事項)
1．資産の評価基準及び評価方法
(1) 有価証券

①　子会社株式 総平均法による原価法
②　満期保有目的の債券 償却原価法（定額法）
③　その他有価証券
（イ）市場価格のない株式等以外のもの 期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価

は総平均法により算定）
（ロ）市場価格のない株式等 総平均法による原価法

(2) 棚卸資産
①　製品・仕掛品 総平均法による原価法及び個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価

切下げの方法により算定）
②　原材料・貯蔵品 移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法により算

定）

2．固定資産の減価償却の方法
(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

定率法によっております。なお、1998年4月1日以降に取得した建物（附属設備を除く）並
びに2016年4月1日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用して
おります。
主な耐用年数は以下のとおりであります。

①　建物及び構築物 10～50年
②　機械装置及び車両運搬具 4～10年
③　工具器具備品 2～6年

(2) 無形固定資産（リース資産を除く）
定額法によっております。なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可
能期間（5年）に基づいております。

(3) リース資産 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

3．引当金の計上基準
(1) 貸倒引当金 売上債権等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権

等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

(2) 賞与引当金 従業員の賞与支給に充てるため、労働組合との協定に基づく期間対応額を計上しておりま
す。
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(3) 役員業績報酬引当金 役員業績報酬の支給に充てるため、当事業年度末における支給見込額に基づき計上しており
ます。

(4) 退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額
に基づき計上しております。

①　退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法
については、給付算定式基準によっております。

②　数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
過去勤務費用については、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数
（13年）による定額法により費用処理しております。
数理計算上の差異については、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内
の一定の年数（13年）による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌事業年度から費
用処理しております。

4．収益及び費用の計上基準
当社の精密加工事業部においては、精密金属加工品及び小口径銃弾の製造と販売を行っており、機械事業部においては、機械

設備の製造と販売及び据付けサービスを行っております。
精密金属加工品及び小口径銃弾の販売は、出荷時から製品の支配が顧客に移転されるまでの期間が通常の期間であるため、収

益認識に関する会計基準の適用指針第98項を適用して出荷時に収益を認識しております。
機械設備の販売は、据付けサービスが契約上、顧客向けに製品への大幅な修正や顧客仕様への変更を行う複雑なものである場

合には、単一の履行義務として識別し、客先での設置後の性能確認が完了した時点で収益を認識しております。また、据付けサ
ービスが他の企業も提供できる標準的なものである場合には、製品の販売と据付けサービスは契約の観点から別個のものである
ため、それぞれ独立した履行義務として識別し、製品の販売については製品の支配が顧客に移転した時点で収益を認識し、据付
けサービスについては作業完了時に収益を認識しております。

5．ヘッジ会計の方法
(1) ヘッジ会計の方法 繰延ヘッジ処理によることとしております。

(2) ヘッジ手段とヘッジ対象 ヘッジ手段…為替予約
ヘッジ対象…外貨建売上債権及び売上にかかる外貨建予定取引

(3) ヘッジ方針 ヘッジ対象に係る為替変動リスクをヘッジするために為替予約取引を行っております。

(4) ヘッジ有効性評価の方法 ヘッジ開始時から有効性判定時点までの期間において、ヘッジ対象とヘッジ手段の相場変動
の累計を比較し、両者の変動額等を基礎にして判断しております。
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（単位：千円）
報告セグメント

精密加工事業部 機械事業部 計
日本 6,570,827 2,016,137 8,586,964
中国 52,898 2,169,531 2,222,429
欧州 － 1,580,074 1,580,074
アジア（中国を除く） 1,948 633,969 635,917
北米 － 74,650 74,650
顧客との契約から生じる収益 6,625,674 6,474,363 13,100,037
その他の収益 － － －
外部顧客への売上高 6,625,674 6,474,363 13,100,037

(会計方針の変更に関する注記)
（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定会計基準適用
指針」という。）を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算
定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することといたしました。これによる計算書類への影響はあり
ません。

(収益認識に関する注記)
1．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（注）セグメント間の内部売上高又は振替高を控除した後の金額を表示しております。

2．収益を理解するための基礎となる情報
　収益を理解するための基礎となる情報は「重要な会計方針に係る事項　4.収益及び費用の計上基準」に記載の通りでありま
す。なお、取引の対価は、個別の契約に基づき受領しております。
　一部の機械設備の販売と据付けサービスはセットで販売しておりますが、これらの機械設備の販売と据付けサービスは独立し
て販売していないため、予想コストに利益相当額を加算するアプローチなどにより独立販売価格の見積りを行っております。取
引価格は、販売価格を当該独立販売価格の比率に基づいて、それぞれの履行義務に配分して算定しております。

3．当事業年度及び翌事業年度以降の収益の金額を理解するための情報
　契約負債（前受金）は、主に、製品の支配が顧客に移転した時点で収益を認識する機械設備の契約について、 製品の引渡前に
顧客から受け取った対価であります。
　当事業年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、105,944千円です。
　未充足の履行義務は、2023年3月31日時点で 4,159,143千円であります。当該履行義務は、機械事業部における機械設備の
製造及び販売に関するものであり、期末日後1年以内に約91％、残り約9％がその後2年以内に収益として認識されると見込んで
おります。
　なお、残存履行義務に配分した取引価格の注記にあたって実務上の便法を適用し、当初予想される契約期間が1年以内の契約に
ついて注記の対象に含めておりません。また、顧客との契約から生じる対価の中に、取引価格に含まれていない重要な金額はあ
りません。
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①　建物 16,973千円
②　機械及び装置 0千円
③　土地 53,274千円
担保に係る債務

短期借入金 750,000千円

2．有形固定資産の減価償却累計額 19,412,804千円

3．関係会社に対する金銭債権債務
短期金銭債務 28,357千円

仕入高 377,462千円
②　営業取引以外の取引高 21,239千円

普通株式 3,088,739株

普通株式 599,989株

(会計上の見積りに関する注記)
　会計上の見積りにより当事業年度に係る計算書類にその額を計上した項目であって、翌事業年度に係る計算書類に重要な影響を
及ぼす可能性があるものは、次のとおりです。
　　繰延税金資産（繰延税金負債と相殺前の金額）　369,334千円
　課税所得が生じる可能性の判断においては、将来獲得しうる課税所得の時期及び金額を合理的に見積り、金額を算定しておりま
す。新型コロナウイルス感染症の影響については、感染症対策と社会経済活動との両立が図られるなど当該影響は軽微なものとの
仮定を置いて、将来獲得しうる課税所得を見積もっております。これらの見積りは将来の不確実な経済状況及び会社の経営状況の
影響を受け、実際に生じた時期及び金額が見積りと異なった場合、翌事業年度以降の計算書類において認識する金額に重要な影響
を与える可能性があります。

(貸借対照表に関する注記)
1．担保に供している資産

(損益計算書に関する注記)
関係会社との取引高

①　営業取引による取引高

(株主資本等変動計算書に関する注記)
1．当事業年度の末日における発行済株式の総数

2．当事業年度の末日における自己株式の数
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決議 株式の種類 配当金の総額 1株当たり配当額 基準日 効力発生日
2022年6月29日

定時株主総会 普通株式 174,232千円 70.0円 2022年3月31日 2022年6月30日

決議 株式の種類 配当金の総額 配当の原資 1株当たり配当額 基準日 効力発生日
2023年6月28日

定時株主総会 普通株式 174,212千円 利益剰余金 70.0円 2023年3月31日 2023年6月29日

賞与引当金 68,170千円
退職給付引当金 255,845
投資有価証券評価損 117,414
棚卸資産評価損 36,992
その他 54,118

繰延税金資産小計 532,540
評価性引当額 △163,205

繰延税金資産合計 369,334
繰延税金負債

前払年金費用 △49,142
その他有価証券評価差額金 △370,964

繰延税金負債合計 △420,106
繰延税金負債の純額 △50,772

法定実効税率 30.0％
（調整）

交際費等永久に損金に算入されない項目 0.7
受取配当金等永久に益金に算入されない項目 △1.0
住民税均等割 1.6
税額控除 △2.1
評価性引当額の増減 1.7

税効果会計適用後の法人税等の負担率 30.9

3．剰余金の配当に関する事項
（1）当事業年度中に支払った配当金

（2）基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

(税効果会計に関する注記)
1．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
繰延税金資産

2．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主要な項目別の内訳
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(単位：千円)
貸借対照表計上額 時価 差額

　投資有価証券

満期保有目的の債券 100,000 90,420 △9,580

その他有価証券 2,209,080 2,209,080 －

(金融商品に関する注記)
1．金融商品の状況に関する事項
　当社は、資金運用については預金等に限定し、また、資金調達については銀行借入によっております。
　受取手形、電子記録債権及び売掛金に係る顧客の信用リスクは、与信管理規程に沿ってリスク低減を図っております。また、投
資有価証券は、満期保有目的の債券及び株式であり、債券及び上場株式については四半期ごとに時価の把握を行っております。
　支払手形、電子記録債務及び買掛金は、4ヵ月以内の支払期日であります。また、短期借入金の使途は運転資金であります。
　デリバティブ取引は、取引権限等を定めた社内規程に従い、実需の範囲で行うこととしております。

2．金融商品の時価等に関する事項
2023年3月31日（当事業年度の決算日）における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

（＊1）「現金及び預金」「受取手形」「電子記録債権」「売掛金」「支払手形」「電子記録債務」「買掛金」「短期借入金」に
ついては、現金であること、及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略し
ております。

（＊2）非上場株式及び子会社株式（貸借対照表計上額44,673千円）は、市場価格がないため、「投資有価証券」には含めてお
りません。

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
　　金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の3つのレベルに分類しておりま

す。
　　レベル1の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価
　　レベル2の時価：レベル1のインプット以外の直接または間接的に観察可能なインプットを用いて算定した時価
　　レベル3の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属するレベルの
うち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。
　投資有価証券について、上場株式及び債券は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されている
ため、その時価をレベル１の時価に分類しております。一方で、債券については市場での取引頻度が低く、活発な市場におけ
る相場価格とは認められないため、その時価をレベル２の時価に分類しております。
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種類 会社等の名称 議決権等の所有
（被所有）割合

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額 科目 期末残高

主要株主
(会社等) 古河電気工業株式会社 被所有

直接 18.40％ 金属材料の仕入 丹銅条他の仕入 168,463千円 電子記録債務
及び買掛金 31,441千円

種類 会社等の名称 議決権等の所有
（被所有）割合

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額 科目 期末残高

子会社 株式会社アステックス 所有
直接  100％

金型の仕入及び
当社製品の検査
等

金型の仕入他 179,717千円 買掛金 19,241千円

精密金属加工品
の検査他 197,744千円 未払金 9,116千円

種類 氏名 議決権等の所有
（被所有）割合

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額 科目 期末残高

役員 馬場　紀彰 －

当社監査役
当社の得意先で
ある岡谷鋼機株
式会社の代表取
締役副社長

黄銅板他の仕入 700,064千円 電子記録債務
及び買掛金 340,860千円

(関連当事者との取引に関する注記)
1．親会社及び法人主要株主等

取引条件及び取引条件の決定方針等
(注) 1．古河電気工業株式会社からの仕入については、見積りを入手し、協議の上価格を決定しております。

2．上記金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。以下、「2．子会
社及び関連会社等」及び「3．役員及び個人主要株主等」の各表も同様であります。

2．子会社及び関連会社等

取引条件及び取引条件の決定方針等
(注) 株式会社アステックスからの仕入については、見積りを入手し、協議の上価格を決定しております。

3．役員及び個人主要株主等

取引条件及び取引条件の決定方針等
(注) 1．岡谷鋼機株式会社との取引はいわゆる第三者のための取引であります。

2．岡谷鋼機株式会社からの仕入については、見積りを入手し、協議の上価格を決定しております。
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1．1株当たり純資産額 5,471円65銭

2．1株当たり当期純利益金額 118円78銭
(注) 1株当たり当期純利益金額の算定上の基礎

当期純利益 295,631千円
普通株主に帰属しない金額 －千円
普通株式に係る当期純利益 295,631千円
普通株式の期中平均株式数 2,488千株

(1株当たり情報に関する注記)

(重要な後発事象に関する注記)
該当事項はありません。

(その他の注記)
記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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会計監査報告

東陽監査法人
名古屋事務所
指 定 社 員

公認会計士 安 達 則 嗣業 務 執 行 社 員
指 定 社 員

公認会計士 玉 田 貴 彦業 務 執 行 社 員

独立監査人の監査報告書
2023年4月25日

旭精機工業株式会社
取締役会　御中

　

監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第2項第1号の規定に基づき、旭精機工業株式会社の2022年4月1日から2023年3月31日までの第
74期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以
下「計算書類等」という。）について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類等に
係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当監査法人
の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に
従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎とな
る十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。ま
た、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することに
ある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容に対し
て意見を表明するものではない。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と計算書類
等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にそ
の他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

監査報告

会計監査報告
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会計監査報告

　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告することが求
められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適正に表示すること
にある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内
部統制を整備及び運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるかどうかを評価し、
我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事
項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないかどう
かについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、
不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込
まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断を
行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、実　　　　　　
施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。
・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実施に際　　　
して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。
・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注
記事項の妥当性を評価する。
・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継続企業
の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提
に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確
実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。
監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続
できなくなる可能性がある。
・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどうかととも
に、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示し
ているかどうかを評価する。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備
を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人
の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその
内容について報告を行う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監査役会の監査報告

監　査　報　告　書

当監査役会は、2022年 4月 1日から2023年3月31日までの第74期事業年度の取締役の職務の執行に関して、各監査役が作成し

た監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

1．監査役および監査役会の監査の方法およびその内容

(1) 監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況および結果について報告を受けるほか、取締

役等および会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

(2) 各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締役、内部監査部門その

他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集および監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。

①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役および使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説

明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社および主要な事業所において業務および財産の状況を調査いたしました。ま

た、子会社については、子会社の取締役等と意思疎通および情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受け

ました。

②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制その他株式会社およ

びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第 100 条第 1 項および第 

3 項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容および当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）に

ついて、取締役および使用人等からその構築および運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意

見を表明いたしました。

③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視および検証するとともに、会計監査人からそ

の職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行わ

れることを確保するための体制」（会社計算規則第 131 条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17

年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告およびその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変

動計算書および個別注記表）およびその附属明細書について検討いたしました。

監査役会の監査報告
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監査役会の監査報告

旭精機工業株式会社　監査役会

常勤監査役 金  　厚 博 ㊞
社外監査役 馬 場 紀 彰 ㊞
社外監査役 上 総 英 男 ㊞

2．監査の結果

(1) 事業報告等の監査結果

①事業報告およびその附属明細書は、法令および定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。

②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。

③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関する事業報告の記

載内容および取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

(2) 計算書類およびその附属明細書の監査結果

会計監査人東陽監査法人の監査の方法および結果は相当であると認めます。

2023年4月27日

　

以　上
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剰余金処分議案

第1号議案 剰余金の処分の件

配当財産の種類 金銭

配当財産の割当てに関する事項
及びその総額

当社普通株式1株につき金 70円
配当総額    174,212,500円

剰余金の配当が効力を生じる日 2023年6月29日

株主総会参考書類

　当期の期末配当につきましては、安定的な配当の維持と、経営基盤の強化及び今後の事業展開に必要な内部留保に
配慮しつつ、当社をとりまく環境等を勘案して、次のとおりといたしたいと存じます。

＜ご参考＞

90

30

60

0
第71期

70

第72期

70

第73期

70

第74期
（予定）

70

（単位：円）配当金の推移
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取締役選任議案

第2号議案 取締役1名選任の件

候補者

新　任

社　外
　

おぎ

荻
わら

原
ひろ

弘
ゆき

之
（1961年2月18日生）

所有する当社の株式数… －株
在任年数………………… －年　　

略歴、当社における地位
    1983年    4 月 古河電気工業株式会社入社
    2009年    6 月 同社経理部長
    2013年    4 月 同社財務・調達本部経理部長
    2014年    4 月 同社執行役員 財務・調達本

部長
    2014年    6 月 同社取締役 兼 執行役員 財

務・調達本部長
    2016年    4 月 同社取締役 兼 執行役員常務 

財務・調達本部長 兼 グルー
プ・グローバル経営推進本部
長

    2017年    4 月 同社取締役 兼 執行役員専務 
財務・調達本部長 兼 グルー
プ・グローバル経営推進本部
長

    2018年    4 月 同社取締役 兼 執行役員専務 
財務・調達本部長

    2019年    4 月 同社代表取締役 兼 執行役員
副社長 グループ変革本部長

    2021年    4 月 同社代表取締役 兼 執行役員
副社長 コーポレート統括本
部長

    2022年    4 月 同社取締役 兼 執行役員副社
長

    2022年    6 月 同社執行役員副社長
    2023年    4 月 同社アドバイザー（現任）

　
重要な兼職の状況

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
荻原弘之氏は、古河電気工業株式会社の代表取締役及び執行役員副社長などを歴任され、
企業経営に関する豊富な経験と知見を有しております。同氏の経験と知見を当社経営に生
かしていただくため、新たに社外取締役としての選任をお願いするものです。
また同氏が選任された場合は、指名・報酬諮問委員会委員として、当社の役員候補者や役
員報酬等の決定に対し、独立した立場から関与いただく予定です。

重要な兼職はありません。

　

　本総会終結の時をもって取締役を辞任される溝田義昭氏の補欠として、取締役１名の選任をお願いいたしたいと存
じます。
　取締役候補者は、次のとおりであります。
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取締役選任議案

(注)  1．荻原弘之氏は2023年6月23日開催予定の古河電気工業株式会社の定時株主総会で同社監査役に就任予定であります。
２．荻原弘之氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
3．荻原弘之氏の選任が承認された場合、当社は同氏との間で、会社法第423条第1項の賠償責任について、法令に定める要件に該当する場合に

は賠償責任を限定する旨の責任限定契約を締結する予定であります。当該契約に基づく賠償責任の限度額は法令で定める最低責任限度額であ
ります。

4．当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を締結しており、当社取締役を含む被保険者が負
担することになるその職務の執行に関し責任を負うこと又は当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損害を当該
保険契約によって補填することとしております。荻原弘之氏が取締役に選任され就任した場合は、当該保険契約の被保険者となります。ま
た当該保険契約は次回更新時においても同内容での更新を予定しております。

5．荻原弘之氏は名古屋証券取引所の定めに基づく独立役員候補者であります。
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取締役選任議案

氏　名 当社における地位及び担当

神　谷　真　二 取締役社長（代表取締役）

工　野　浩　義 常務取締役（機械事業部長）

白　石　憲　生 常務取締役（精密加工事業部長）

松　原　幸　弘 取締役（精密加工事業部副長 兼 次世代企画室長 
兼 アルファノマス推進室長）

石　村　　　淳
取締役（機械事業部副長 兼 技術情報開発室担当 

兼 大阪営業所担当 兼 ドイツ駐在員事
務所担当）

青　木　　　潤 取締役（管理統括部長 兼 東京支店長 兼 経営企
画･IR室担当）

坂　野　　　彰 取締役（精密加工事業部副長 兼 営業部長）

荻　原　弘　之 新 任 社 外 独 立
　

山　脇　　　宏 取締役 社 外 独 立
　

　＜ご参考＞取締役一覧および取締役の専門性と経験（スキルマトリックス）　※取締役候補者を含む
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取締役選任議案

氏名 企業経営
   製造・

技術
 営業・

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ
国際

ビジネス
  財務・

会計
 法務・

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ
 内部統制・

ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ

神 谷 真 二 ● ● ● ● ● ● ●

工 野 浩 義 ● ● ● ● ● ●

白 石 憲 生 ● ● ● ● ●

松 原 幸 弘 ● ● ● ●

石 村 　 淳 ● ● ● ● ● ●

青 木 　 潤 ● ● ● ●

坂 野 　 彰 ● ● ● ● ●

荻 原 弘 之 ● ● ● ● ●

山 脇 　 宏 ● ● ● ●

以　上
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裏表紙

会場 瀬戸蔵　2階　つばきホール
愛知県瀬戸市蔵所町1番地の1

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

定時株主総会会場ご案内図

名鉄瀬戸線 尾張瀬戸
パルティせと
瀬戸観光案内所 至多治見

せとまち
ツクリテ
センター

新世紀工芸館
東本町

至
名
古
屋

駐車場入口

瀬戸川

瀬戸蔵

西本町

一方通行

大型バスP

関係者用P

至長久手

至藤岡
せと赤津IC

至豊田・八草IC
グリーンロード

155

155

248

■アクセス
名鉄瀬戸線「尾張瀬戸駅」下車　徒歩約5分
※自家用車で来られる方は、瀬戸蔵のお客様用駐車場をご利用ください。なお、関係者用
　駐車場はご利用できませんのでご注意ください。
　（駐車料金は最初の1時間無料、以降1時間ごとに100円かかります。）
※当社本店から株主総会会場へのチャーターバス等はございませんので、ご注意ください。


